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第32回日本熱物性シンポジウム日程表

参加登録受付

昼休み（12:05～13:20）
（現・次期役員会＠Ｂ室　12:10～13:10）
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特別講演２　「最新のメタボローム解析技術とその医療・環
境・食品分野への応用」　冨田 勝　（慶應義塾大学）

　協生館　藤原洋記念ホール　15:00～16:00
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昼休み（12:25～13:20）

16:00

15:00

GS3-II
4(2)

OS5-III
5(1)

GS3-III
4

11:00

12:00

OS4-V
4(4) GS1

5(4) OS7
3(1)

OS14-I
R1,2

慶應義塾大学理工学部研究室見学会（仮）
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特別講演１　プリンタブルエレクトロニクス－企業における熱
物性の役割－モノづくりにおける感性と熱物性の関わり－

講演者①黒田孝二（大日本印刷）

　講演者②藤田昌夫（東京大学）

協生館　藤原洋記念ホール　13:20～14:40

OS1-IV
4(2)

OS3-II
5

18:00
懇親会　協生館　クイーン・アリスイベントホール

18：00～20：00
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参加登録受付＠来往舎１F
（8:45～9:50）
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注：タイムテーブル内の OS／GS 名の下に記載の数字は発表件数。 

  （）内は学生ペストプレゼン賞対象件数。 

  【例】R1,2(1)の場合、レビュー講演有り、一般講演 2 件 内 1 件学生ベストプレゼン賞対象 



セッション一覧ならびに発表件数内訳 

 

セッション名 発表件数 学生 BPA

OS1 
マイクロ・ナノスケールの 

熱物性とシステムデザイン 
レビュー講演有 14 6

OS2 低温環境における熱物性 レビュー講演有 7 1

OS3 
宇宙材料の熱物性と 

システムデザイン 
レビュー講演有 9 3

OS4 高温融体物性と材料プロセス  19 8

OS5 水の特異な物性と応用 レビュー講演有 12 2

OS6 低 GWP 冷媒の熱物性  7 0

OS7 バイオ燃料・新燃料  3 1

OS8 
食品ならびに 

生物資源における熱物性 
レビュー講演有 13 3

OS9 半導体の光物性と熱物性 レビュー講演有 12 1

OS10 MEMS 熱物性センサー  5 1

OS11 
エネルギー変換に関わる 

熱物性・界面物性 
 10 1

OS12 
建物外皮の熱物性と 

システムデザイン 
レビュー講演有 14 0

OS13 データベースの新方向 レビュー講演有 7 0

OS14 
高熱伝導性樹脂・複合材料 

の開発と熱物性評価 
レビュー講演有 11 1

OS15 
人と自然と環境革新技術 

のための熱物性 
レビュー講演有 8 2

GS1 新測定技術 5 4

GS2 固体の熱力学性質・輸送性質 5 3

GS3 流体の熱力学性質・輸送性質 12 2

JS 熱物性学会‐熱測定学会合同セッション 5 0

WS ワークショップ：あなたの周りの熱物性研究 6 0

  合計 184 39

 

 



第 32 回日本熱物性シンポジウム プログラム (8 月 1 日版) 

* オーガナイズドセッション，一般講演時間は 20 分 (発表 15 分+討論 5 分) です． 
* レビュー講演の講演時間は 40 分（発表 30 分+討論 10 分）です． 
* ワークショップの発表時間は 10 分です。総討論時間を別途設けております。 
* ○印は一般講演者，◎印は学生発表者(ベストプレゼンテーション賞審査対象)です． 
* 発表者が連名で，前の方と所属が同じ場合は所属名を省略しています． 
* プログラムの最新情報や座長についてはシンポジウムホームページをご覧ください． 
* 誤りがありましたら，慶應義塾大学 田口良広(tag@sd.keio.ac.jp)へ至急ご連絡ください． 
 

第１日 

Ａ室 

OS4 高温融体物性と材料プロセス 

9:50－11:10  OS4-I 

A101 固液共存スラグの粘性に対する分散粒子

の影響 
◎春木慎一郎(九大)，助永壮平，齊藤敬

高，中島邦彦 
A102 静電浮遊法による高融点金属の粘性係

数測定の精度向上に向けた取り組み 
○渡邊勇基(エイ・イー・エス)，岡田純平

(ISAS/JAXA)，石川毅彦 
A103  溶融SiO2-CaO-CaF2系の粘度測定 

○竹田修(東北大)，大河原卓，佐藤 讓 
A104 溶融 Sn 中における Cu の拡散係数測定 

◎内田有祐(芝浦工大)，正木匡彦，石川

毅彦(JAXA)，伊藤祐毅(芝浦工大) 
 

11:25－12:25  OS4‐Ⅱ 

A105 酸素吸着の影響を考慮したニッケルおよ

び鉄融体の表面張力 
○小澤俊平(首都大)，高橋 優 

A106 KCl-LiCl-NaCl系溶融塩中におけるPb及

び Al-Cu の界面張力測定 
○石井康太郎(東北大院)，北村信也(東
北大)，柴田浩幸，丸岡伸洋，宋 德鏞(東
北大院) 

A107 C と O の吸脱着過程における溶鉄の動的

表面張力挙動 
 ◎諸星圭祐(東北大)，打越雅仁，一色 

実，福山博之 
 
13:20－14:40  OS4‐Ⅲ 

A108 フィードバック制御パルス通電加熱技術

による高速熱膨張率測定方法の開発 
○渡辺博道(産総研)，山下雄一郎 

A109 TiO2含有ガラスの屈折率と線膨張係数の

測定－アサーマルガラスの開発を目指し

て－ 
 ○小林能直(東工大院)，清水台一(トヨタ

自動車)，遠藤理恵(東工大)，須佐匡裕 
A110 高温熔融カルコゲナイドの屈折率測定(装

置開発から物性まで) 
○桑原正史(産総研)，遠藤理恵(東工大)，
堤 浩一(ジェーエーウーラムジャパン)，
森笠福好(サーモ理工)，深谷俊夫(産総

研)，須佐匡裕(東工大)，鈴木道夫(ジェー

エーウーラムジャパン)，遠藤智義(サーモ

理工)，田所利康(テクノシナジー) 
A111 Sb-Te 合金の熱伝導度の高温測定 

○ラン ルイ(東工大)，遠藤理恵，桑原正

史(産総研)，小林能直(東工大)，須佐匡

裕 
 

14:55－16:15  OS4‐Ⅳ 

A112 静電浮遊法を用いた液体 Nb-Zr の密度

測定 
 ◎飯塚圭佑(芝浦工大)，正木匡彦，石川

毅彦(ISAS/JAXA)，岡田純平，西山 翔

mailto:tg017@yz.yamagata-u.ac.jp


(芝浦工大) 
A113 微小重力環境を用いた高温融体の熱物

性計測 
○渡邉匡人(学習院大)，川内大弥(学習

院大)，小澤俊平(首都大)，水野章敏(学
習院大)，日比谷孟俊(慶大) 

A114 静磁場印加電磁浮遊法による合金融体

密度測定 
○渡邉匡人(学習院大)，川内大弥，村井

健多郎，水野章敏，小畠秀和(東北大)，
福山博之 

A115 Fe-Si 合金融体の密度と構造の組成依存

性 
○水野章敏(学習院大)，丹野光浩，高橋

竜太郎，河内大弥，渡邉匡人 
 
16:30－17:50  OS4‐Ⅴ 

A116 溶融 Fe-Ni 合金への非接触レーザー周期

加熱カロリメトリー 
◎杉江一寿(東北大院)，小畠秀和(東北

大)，高野隼一，福山博之 
A117 静磁場重畳電磁浮遊法を利用した溶融

Cu の熱伝導率測定 
◎井上貴充(東北大院)，馬場雄也，杉岡

健一，小畠秀和(東北大)，福山博之，久

保正樹(東北大院)，塚田隆夫 
A118 静電浮遊法を用いた比熱測定法の確立 

◎伊藤佑介 (芝浦工大院 )，石川毅彦

(ISAS/JAXA)，正木匡彦(芝浦工学)，岡

田純平(ISAS/JAXA) 
A119 静電浮遊法による液体 Mo-Nb 合金の物

性値測定 
◎中嶌亮太(芝浦工大)，正木匡彦，石川

毅彦(ISAS/JAXA)，岡田純平 
 

Ｂ室 

OS1 マイクロ・ナノスケールの 
         熱物性とシステムデザイン 

9:50－11:10  OS1‐Ⅰ 

B101 【レビュー講演】マイクロ・ナノスケールの

熱物性とシステムデザイン研究会のまとめ 

○宮崎康次（九工大） 
B102 近接場蛍光相関分光法による固液界面

における拡散の解析 
 ○栗原大樹(慶大)，斎木敏治 
B103 強制レイリー散乱法を用いた導電性高分

子 PEDOT-PSS の温度伝導率測定 
○元祐昌廣(東理大)，太田雄介(慶大院)，
長坂雄次(慶大) 

 
11:25－12:25  OS1‐Ⅱ 

B104 近接場におけるふく射輸送のスペクトル

制御に関する研究 
平島大輔(東工大)，○花村克悟 

B105 熱ふく射近接場成分の計測に関する研究 
◎藤井康太(東工大)，平島大輔，花村克

悟 
B106 シリカマイクロ粒子自己組織化構造の熱

ふく射特性評価 
◎大澤宏貴(九工大)，中野僚太，田久保

和音，宮崎康次 
 

13:20－14:40  OS1‐Ⅲ 

B107 高温超伝導 YBCO 薄膜の熱伝導率と温

度伝導率の測定(周期加熱サーモリフレク

タンス法を用いた低温・強磁場環境下測

定システムの構築) 
◎池田達哉(慶大院)，安藤 哲，田口良

広(慶大)，長坂雄次 
B108 周期加熱サーモリフレクタンス法を用いた

SiP デバイス内部における熱抵抗評価手

法の開発(マイクロスケール試料の測定お

よび理論モデルの改良) 
◎大坪慶貴(慶大院)，加藤 穣(慶大)，田

口良広，長坂雄次 
B109 周波数領域 THERMOREFLECTANCE

法（ω 法）の開発 (金属薄膜と基板間の界

面熱抵抗測定) 
○加藤良三(物材研)，徐 一斌 

B110 Al2O3/W多層膜における界面熱抵抗 
◎川崎静香(青学大)，岡 伸人，山下雄

一郎(産総研)，八木貴志，竹歳尚之，馬



場哲也，重里有三(青学大) 
 

14:55－16:15  OS1‐Ⅳ 

B111 TiO2およびNbドープTiO2薄膜の熱拡散率

測定(2) 
◎田崎ちひろ(青学大)，岡 伸人，八木貴

志(産総研)，山下雄一郎，竹歳尚之，馬

場哲也，神山敏久(AGC セラミックス)，重

里有三(青学大) 
B112 アモルファス IGZO 薄膜の熱拡散率測定 

◎吉川透(青学大)，岡 伸人，八木貴志

(産総研)，山下雄一郎，竹歳尚之，馬場

哲也，服部浩一郎，清野豊，重里有三(青
学大) 

B113 ガラス基板へ転置した CVD ダイヤモンド

薄膜の熱拡散率測定 
○八木貴志(産総研)，竹歳尚之，山田修

史，渡部勝巳，梅沢 仁，鹿田真一，馬場

哲也 
B114 3ω 法によるアモルファス IGZO 膜の熱伝

導率測定 
○遠藤 亮(東レリサーチセンター)，竹田

正明，平野孝行，大石学，吉川 透(青学

大)，岡 伸人，重里有三 
 

GS1 新測定技術 

16:30－18:10  GS1 

B115 点熱源を用いた集積型多点温度プローブ

法による 3 次元異方性物質の主軸熱伝導

率分離測定法に関する研究(第１報、測定

理論) 
○根本栄治(茨城高専) 

B116 高伝導材パイロイドの主軸熱伝導率測定

に関する研究 
◎廣木大地(茨城高専)，根本栄治 

B117 レーザー誘起表面波法による非ニュート

ン流体粘性率評価に関する研究(熱伝導

の影響の小さい粘性領域における測定理

論検討) 
◎滝口広樹(慶大院)，長坂雄次(慶大) 

B118 2 成分溶液のソーレー係数測定法に関す

る研究(ソーレー強制レイリー散乱法によ

る測定原理の検討) 
◎小場健太郎(慶大院)，岩浅信太郎(慶
大)，長坂雄次 

B119 点接触式熱物性測定法と逆問題解析を

用いた軟質材料及び液体の熱物性評価 
圓山重直(東北大)，◎岡部孝裕(東北大

院)，眞下 央，岡島淳之介(東北大学)，
小宮敦樹，高橋一郎(山形大) 

 

Ｃ室 

OS6 低 GWP 冷媒の熱物性 

9:50－11:10  OS6‐Ⅰ 

C101 R32+R1234ze(E)混合物の液相域におけ

る定容比熱測定 
○山谷健一(防衛大)，松口 淳，香川 澄 

C102 HFO-1234yf を含む 2 成分混合冷媒の輸

送性質測定 
○藤井大地(神戸大)，西山拓也，松尾成

信，曽谷知弘 
C103 HFO-1234yf を含む低 GWP 混合冷媒圧

縮液中の音速測定 
○下浦弘人(神戸大)，曽谷知弘，松尾成

信 
C104 音速計による冷媒のオイル混合濃度の測

定 -R134a＋PAG オイルの場合- 
○麻生裕之(福岡大)，高 雷，本田知宏 

 

11:25－12:25  OS6‐Ⅱ 

C105 プロピレン＋R32 系混合冷媒の飽和密度

および臨界軌跡の測定 
○東 之弘(いわき明星大)，赤津美穂子

(いわき明星大院)，小林恵三(前川製作

所) 
C106 HFO-1234ze(E)+HFC-32 系混合冷媒の

熱力学モデリングとサイクル性能評価 
○田中勝之（日大）、赤坂 亮(九産大)、
東 之弘（いわき明星大） 

C107 R-1234yf および R-1234ze(E)に対する

Helmholtz 型状態方程式 



○赤坂 亮(九産大) 
 

OS3 宇宙材料の熱物性とシステムデザイン 

13:20－15:00  OS3‐Ⅰ 

C108 【レビュー講演】システムを動かす熱物性 
大西 晃(元 ISAS/JAXA) 

C109 ポリイミドフォームの熱伝導率測定・推算と

宇宙用断熱システムへの応用 
◎ 高 木 龍 一 ( 慶 大 院 ) ， 太 刀 川 純 孝

(ISAS/JAXA)，大村高弘(ニチアス)，長坂

雄次(慶大) 
C110 LSMO 薄膜の金属-絶縁体相転移を利用

した自己熱制御材料の相転移温度に及

ぼす基板種とアニールの影響 
◎佐藤賢一(東工大院)，井藤洋輝(東工

大)，太刀川純孝(ISAS/JAXA)，大西 晃

(興栄)，Jeffrey S. Cross(東工大院)，脇谷 
尚樹(静大)，櫻井 修(東工大院)，篠崎和

夫 
C111 宇宙用高性能ラジエータの開発を目指し

た高熱伝導 CFRP の異方的熱拡散率測

定 
◎栗原理也(名大院)，長野方星(名大) 

 

15:15－16:55  OS3‐Ⅱ 

C112 原子状酸素照射による多層膜可変放射

率素子の太陽光吸収率の変化 
○田川雅人(神戸大)，笹倉康義(神戸大

院)，横田久美子，寺岡有殿(JAEA)，太

刀川純孝(ISAS/JAXA)，大西 晃 
C113 平板型ヒートパイプの開発 

○前田真克(JAXA)，岡本 篤，川崎春夫，

杉田寛之 
C114 温度制御可能な自励振動ヒートパイプの

実験的研究 
○岩田直子(JAXA)，小川博之，宮崎芳

郎(福井工大) 
C115 多層断熱材（MLI）の曲がりによる断熱性

能 
○川崎春夫(JAXA) 

C116 小惑星の熱物性と表面状態(「はやぶさ」

での計測と「はやぶさ２」での熱撮像計画) 
○岡田達明(JAXA) 
 

OS7 バイオ燃料・新燃料 

17:10－18:10  OS7 

C117 脂肪酸メチルエステルおよび廃食油 BDF
の低温域での密度，流動性 
須知成光(秋田県大)，○縄稚聖也，加藤

慎也(JUKI 電子工業)，日向野三雄(秋田

県大) 
C118 バイオディーゼル燃料とその原料油の動

粘度、密度および色相 
○高 琳(拓大院)，松永直樹(拓大) 

C119 エタノールの液相域における定圧比熱 
◎宮澤太志(慶大院)，近藤 諭，佐藤春

樹(慶大) 
 

Ｄ室 

OS8 食品ならびに生物資源における熱物性 

9:50－11:10  OS8-Ⅰ 

D101 【レビュー講演】食品の熱物性値 －測定

法，推算法，活用法－ 
○村松良樹(東京農大) 

D102 ハイパースペクトルイメージングと熱移動

モデルによるジャガイモの最適茹で時間

推定 
○蔦 瑞樹(農研機構)，ングエン ド トロ

ング ンギャ(ルーヴェンカトリック大)，ニコ

ライ バート，デ バエルデマエカー ジョ

ス，サイズ ウォーター 
D103 真空低温調理における畜肉タンパク質の

加熱変性度の予測 
◎石渡奈緒美(海洋大院)，福岡美香(海
洋大)，酒井 昇 

 

11:25－12:25  OS8‐Ⅱ 

D104 通電加熱殺菌による加熱履歴の縮小化と

栄養成分損失への影響 
○劉 艶明(日大院)，鳥居恭好(日大)，陶 
慧，竹永章生 



D105 通電加熱を用いたデンプン食品の特殊加

工に関する研究(小麦粉ドウ電気物性の

温度依存性) 
◎呉 佳艶(海洋大院)，福岡美香(海洋

大)，酒井 昇 
D106 スパゲティの茹で調理過程におけるデン

プンの構造変化が及ぼす水分移動への

影響 
◎矢部晋太郎(海洋大院)，福岡美香(海
洋大)，酒井 昇 

 

13:20－14:40  OS8‐Ⅲ 

D107 示差走査熱量法による模擬生体として用

いられる寒天の比熱容量測定 
○藤野淳市(福岡大)，本田知宏 

D108 米粉の内部構造と吸水特性 
○上野茂昭(東北大院)，福田智世(東北

大)，深谷修平(東北大院)，庄子真樹(宮
城県産技セ)，羽生幸弘，毛利 哲，畑中

咲子，富樫千之，池田正明(はつらつ)，藤

井智幸(東北大院) 
D109 食パン冷却時の圧力条件が製品品質に

与える影響 
○園田行彦(敷島製パン)，山田盛二，小

松雅一，高野孝義(豊田工大) 
D110 食パンの冷却条件が製品品質に与える影

響 
○小松雅一(敷島製パン)，山田盛二，園

田行彦，高野孝義(豊田工大) 
 

14:55－15:55  OS8‐Ⅳ 

D111 過熱水蒸気を利用した水稲種子消毒技

術の開発 
○野田崇啓(農研機構)，伊與田浩志(大
阪市大)，西村俊成，日髙靖之(農研機構)，
中村透(山本製作所)，松田和一郎 

D112 スチームコンベクションオーブン加熱の最

適化に関する研究(庫内水蒸気量変化に

与える調理条件の影響) 
○山形純子(大阪市大院)，伊與田浩志，

茅野友広，間宮佑介，西村伸也 

D113 蒸気を用いたオーブン加熱の特性(蒸気

の供給方式が調理成績に与える影響) 
○杉山久仁子(横浜国大)，西川向一(東
京ガス) 
 

GS2 固体の熱力学性質・輸送性質 

16:10－17:50  GS2 

D114 拡散近似を用いた高温多孔質断熱材に

おけるふく射伝熱評価 
◎ 小 針 達 也 ( 東 北 大 院 ) ， Mehdi 
BANESHI(東北大)，岡島淳之介，小宮敦

樹，円山重直 
D115 高温熱伝導度測定へのホットディスク法の

多様化 
○永井秀明(産総研)，平尾喜代司，清水 

透，草野 大(日本ファインセラミックス) 
D116 熱物性テスターによる工業部品の疲労劣

化度検査技術 
◎仲摩優作(山形大院)，高橋一郎（山形

大） 
D117 比較法比熱容量測定の不確かさに対する

参照試料の物性の影響について 
○篠田嘉雄(ブルカー・エイエックスエス)，
塚本 修，ユルゲン ブルム(ネッチゲレイ

テバウ) 
D118 光音響信号の発生に関する測定対象内

の熱移動の評価 
◎玉山敦史(大阪府大院)，山田哲也，木

下進一，吉田篤正(大阪府大) 
 

Ｅ室 

OS12 建物外皮の熱物性とシステムデザイン 

9:50－11:10  OS12-Ⅰ 

E101 【レビュー講演】建物外皮の熱特性に関

する評価 
○吉田篤正(大阪府大) 

E102 木質系材料を基盤としたゼオライト塗壁の

熱および湿気特性 
○宮野則彦(日大)，福井晴子(カナツ技建

工業)，村田 豊(伸興サンライズ)，宮野秋



彦(名工大) 
E103 保水ブロックの太陽光吸収について 

○田澤真人(産総研)，長江 肇，杉山豊

彦 
 

11:25－12:25  OS12‐Ⅱ 

E104 最新のヒートフローメーターによる断熱材

の熱伝導率の評価 
○ユルゲン ブルム(ネッチゲレイテバウ) 

E105 熱損失を考慮した保護熱板法に基づく熱

伝導率測定 
○大村高弘(ニチアス) 

E106 真空断熱用ナノ多孔質シリカの熱伝導率

評価・解析 
○小川光惠(ファインセラミックスセンター)，
釘宮一真，松原秀彰 

 

13:20－14:40  OS12‐Ⅲ 

E107 比較法による建物外皮の断熱性評価法

の検討 
○田坂太一(建材試験センター)，斎藤宏

昭(建築研究所) 
E108 現場における建物の断熱性能測定法に

関する実験的研究 
○萩原伸治(建材試験センター)，藤本哲

夫，田坂太一 
E109 住宅を対象とした熱損失係数の測定 

○齋藤宏昭(建築研究所) 
E110 実大実験棟における日射遮蔽装置装着

時の室内熱・光環境の調査 
○伊藤大輔(ものつくり大)，齋藤宏昭(建
築研究所)，河野良坪(大阪工大) 

 

14:55－16:15  OS12‐Ⅳ 

E111 断熱塗料の熱伝導機構におけるふく射に

関する考察 
○平澤良男(富山大) 

E112 (大鋸屑＋金属メッシュ)壁の熱・ふく射・物

質輸送性質 
○若林英信(京大)，畑 斉樹，牧野俊郎 

E113 断熱材の赤外線拡散透過特性と減衰係

数の温度依存性 
○小野寺正剛(ニチアス)，大村高弘(ニチ

アス) 
E114 屋上敷設自然植生リサイクル材（ヨシズ）

の現場実測値を利用した放射率、日射吸

収率の推定 
◎杉本将嘉(大阪工大院)，佐藤真奈美

(大阪工大)，長谷川昌弘 
 

OS10 MEMS 熱物性センサー 

16:30－18:10  OS10 

E115 顕微ラマン分光解析を組み合わせた

SWNT 一本の熱伝導率の測定法 
○林 浩之(九大)，河野正道，吾郷浩樹，

生田竜也，西山貴史，高橋厚史 
E116 MEMS 技術を利用した小型粘性センサの

開発 
○山本泰之(産総研)，松本壮平，薮野浩

司(慶大)，黒田雅治(産総研)，藤井賢一，

山本智子 
E117 光誘起誘電泳動を用いた小型拡散セン

サーに関する研究(集積化に向けた光

MEMS デバイスの開発) 
◎岡 哲大(慶大院)，田口良広(慶大)，長

坂雄次 
E118 カンチレバー型 MEMS カロリメータによる

微小熱分析法の研究 
○早川裕樹（明大院），石井淳市，中別府

修（明大） 
E119 走査型熱顕微鏡による局所熱計測の研

究 
○新谷昌之（明大院），荒井美希，野崎純

一，市川徹，中別府修（明大） 
 

第２日 

Ａ室 

JS 熱物性学会－熱測定学会合同セッション 

新しい計測・分析 

10:00－11:40  JS 



熱物性側世話人：中別府修（明大） 

熱測定側世話人：西本右子（神奈川大） 

A201 第 47 回熱測定討論会のホットトピックス 
○西本右子（神奈川大） 

A202 赤外線カメラによるミクロスケール可視化

熱分析 
○森川淳子（東工大） 

A203 AMS を用いた炭素 14 測定によるバイオ

マスプラスチックのバイオマス由来度の評

価 
○船橋正弘（産総研） 

A204 有機薄膜の相転移（AFM と DSC による考

察） 
○岩佐真行（エスアイアイ・ナノテクノロジ

ー），江本 秦（首都大），吉田博久 
A205 MEMS カロリメータの開発 

○中別府修（明大） 
 

Ｂ室 

OS11 エネルギー変換に関わる 

             熱物性・界面物性 

9:00－10:40  OS11‐Ⅰ 

B201 高温環境下における金属表面のふく射ス

ペクトルの推移 
若林英信(京大)，○春次良彦，牧野俊郎 

B202 ふく射機能性釉薬によるセラミックスの放

射率制御 
○熊野智之(神戸高専)，花村克悟(東工

大) 
B203 表面微細周期構造を用いた波長選択性

ラジエータ 
○石川直幸(北大)，戸谷 剛，脇田督司，

永田晴紀 
B204 ソーレー強制レイリー散乱法を用いた燃

料電池用電解質膜内メタノール水溶液の

拡散係数測定法の研究(光学位相変調器

を用いたヘテロダイン検知の適用) 
◎酒井忠継(慶大院)，堀田純平，長坂 

雄次(慶大) 
B205 加熱・冷却サイクルによる SUS304 の表面

性状・濡れ性の変化 

○河野正道(九大)，有田誠，深谷侑輝，

福田慎也，日高澄具，高田保之 
 

10:55－12:35  OS11‐Ⅱ 

B206 プラズマＣＶＤによるシリコンインクの合成

と物性評価 
○野崎智洋(東工大) 

B207 カーボンブラック表面特性変化のメタン分

解反応への影響 
○亀谷雄樹(IHI)，花村克悟(東工大) 

B208 カーボンナノチューブの界面熱コンダクタ

ンスに関する研究 
○山田 寛(九大)，安原崇弘，廣谷 潤，

西山貴史，生田竜也，高橋厚史 
B209 ラマン分光による励起光レーザー加熱を

用いた垂直配向単層カーボンナノチュー

ブ膜の熱物性の測定 
○石川  桂 (東大 )，千足昇平，Badar， 
Saifullar，Thurakitseree，  Theerapol，堀 
琢磨，Xiang， Rong(中山大)，渡辺誠(東
大)，塩見淳一郎，丸山茂夫 

B210 Au/サイファイア界面熱抵抗の組織構造

依存性 
○徐 一斌(物材研)，加藤良三，後藤 真

宏 
 

Ｃ室 

OS13 データベースの新方向 

9:00－10:40  OS13‐Ⅰ 

C201 【レビュー講演】熱物性の計測標準と熱物

性データベース 
○馬場哲也(産総研) 

C202 NIMS 物質・材料データベース MatNavi 
の新展開 
○緒形俊夫（物材研）、徐 一斌、山崎政

義 
C203 新規熱力学計算ソフト開発とデータベー

ス開発 
○菖蒲一久(生産計測技術研究センター) 

C204 薄膜熱物性データベースの開発(3)(実測



データと材料データの収録) 
○山下雄一郎(産総研)，八木貴志，竹歳

尚之，馬場哲也 
 
10:55－11:55  OS13‐Ⅱ 

C205 インヒレントな熱拡散率測定の実験的検

証 
○ 阿 子 島 め ぐ み ( 産 総 研 ) ， Bruno 
Hay(Laboratoire National de Métrologie et 
d’Essais) 

C206 比熱容量標準物質の開発 
○阿部陽香(産総研)，加藤英幸，馬場哲

也 
C207 小型 Falling Needle Rheometer を用いた

血液粘度データの測定および評価 
○山本秀樹(関西大)，鈴木貴雅，長谷川

和也，松永直之，川村公人(アサヒビール) 
 

Ｄ室 

OS15 人と自然と環境革新技術 

              のための熱物性 

9:00－10:20  OS15‐Ⅰ 

D201 分子間ポテンシャルモデルによる二酸化

炭素、イソブタン、プロパンの気体熱物性

推算 
◎黒川佑樹(慶大院)，松浪 妙，佐藤春

樹(慶大) 
D202 二酸化炭素の臨界密度および臨界温度

の計測による画像処理による臨界定数決

定法の信頼性の検討 
◎中山昌樹(慶大)，清水晃史(慶大院)，
片野博明，佐藤春樹（慶大） 

D203 建材で使用される自然素材が室内湿度

環境に及ぼす保湿性能評価 
○横林修造(兵庫県立ものづくり大)，佐藤

真奈美(大阪工大) 
D204 温泉水による動力サイクルの作動流体に

関する研究 
○山口朝彦(長崎大)，上滝祐介(長崎大

院)，今道統也，金丸邦康(長崎大)，桃木 

悟(長崎大)，茂地 徹 
 

10:35－12:15  OS15‐Ⅱ 

D205 【レビュー講演】キログラムとケルビンの定

義改定をめぐる最近の動き 
○藤井賢一(産総研)，倉本直樹，狩野祐

也 
D206 アボガドロ定数測定のためのシリコン結晶

の密度測定と表面分析 
○倉本直樹(産総研)，藤井賢一，東 康

史 
D207 気体音響法による熱力学温度計測とケル

ビン再定義の展望 
○狩野祐也(産総研)，藤井賢一，佐藤春

樹(慶大) 
D208 地球環境モニタリングのための海水密度

の精密計測 
○粥川洋平(産総研)，内田 裕(海洋機

構)，藤井賢一(産総研) 
 

Ｅ室 

WS ワークショップ あなたの周りの熱物性研究 

10:00－11:40  WS 

コーディネーター：山田純（芝浦工大）、牧野俊

郎（京大）、諸岡晴美（京都女子大） 

E201 モバイル環境としての衣服 
○諸岡晴美（京都女子大） 

E202 着衣の熱水分同時移動 
○薩本弥生（横浜国大） 

E203 テキスタイル研究と熱物性 
○米田守宏（奈良女子大） 

E204 着衣における熱水分移動を考慮した温熱

快適性の解析 
○高田暁（神戸大） 

E205 人間－木質系材料間における熱移動と接

触温冷感評価 
○小畑良洋（鳥取大） 

E206 ふく射環境のコントロール -寒い冬・暑い

夏を乗り切るために- 
○牧野俊郎（京大） 



特別講演１ （協生館 藤原洋記念ホール） 

13:20―14:40 

プリンタブルエレクトロニクス－企業におけ

る熱物性の役割－モノづくりにおける感性と

熱物性の関わり－ 

「エレクトロニクス材料のナノ領域から機能発

現までを“見る”“知る”“操る”― 感性調和型

の科学へ ―」 
黒田孝二（大日本印刷） 

「シミュレーションで可視化する粒子系薄膜」

藤田昌大（東大） 

 

特別講演２ （協生館 藤原洋記念ホール） 

15:00―16:00 

「最新のメタボローム解析技術とその医療・

環境・食品分野への応用」  
冨田勝（慶大） 

 

第３日 

Ａ室 

OS14 高熱伝導性樹脂・複合材料 

            の開発と熱物性評価 

9:10－10:30  OS14‐Ⅰ 

A301 【レビュー講演】高熱伝導性樹脂及び複

合材料に関するこれまでの進歩 
○上利泰幸(大阪市立工研) 

A302 フラッシュ法による多層解析評価の検討 
○池内賢朗(アルバック理工)，島田賢次 

A303 フラッシュ法を用いた複合高分子フィルム

の熱拡散率測定 
○上利泰幸(大阪市立工研)，平野寛，門

多丈治 
 

10:45－12:05  OS14‐Ⅱ 

A304 PEN フィルムの熱伝導率に関する研究 
○小金丸愛(帝人デュポンフィルム)，吉田 

哲男，上利 泰幸(大阪市立工研) 
A305 高分子の異方性熱拡散率と高次構造 

○森川淳子(東工大院)，橋本壽正 
A306 垂直配向カーボンナノチューブ複合ポリ

マーの作製とフォトサーマル赤外検知法

による熱伝導率評価(パリレン被膜の検

討) 
◎佐藤 翼(慶大院)，多和田孝達(慶大)，
田口良広，長坂雄次 

A307 六方晶窒化ホウ素を用いたポリイミド系放

熱材料の作製と面外・面内方向の熱伝導

性制御 
○谷本瑞香(東工大)，山縣利貴(電気化

学工業)，宮田建治，安藤慎治(東工大) 
 

13:20－14:40  OS14‐Ⅲ 

A308 エポキシ樹脂/フィラー分散系高熱伝導性

複合材におけるフィラー分散構造と熱物

性 
○山下雄一郎(産総研)，小林謙一，八木

貴志，馬場哲也 
A309 直線フィン温度分布フィッティング法によ

る平板の面内方向熱伝導率測定(フィン

表面熱伝達率の較正による測定精度の

向上) 
○大串哲朗(広島国際大)，小林 孝(三菱

電機)，青木久美，平田拓哉(エスペック) 
A310 プリント基板材料の面内方向熱伝導率の

測定 
○富村寿夫(熊本大)，橋本克也，塩津吉

洋，小糸康志，石塚 勝(富山県大)，畠山

友行 
A311 実験と CFD 解析による PCB 有効熱伝導

率評価 
○畠山友行(富山県大)，石塚 勝，中野

雄太，中川慎二，富村寿夫(熊本大) 
 

Ｂ室 

OS2 低温環境における熱物性 

9:10－10:30  OS2‐Ⅰ 

B301 【レビュー講演】低温環境における熱物性 
○稲葉英男(津山高専) 



B302 自然対流下における霜層の熱物性 
◎井上 翔(玉川大)，舟木智之，大久保

英敏 
B303 雪氷による消火の研究(付着性氷粒子の

消火効果) 
○遠藤浩司(東洋製作所)，関 光雄 

 
10:45－12:05  OS2‐Ⅱ 

B304 蓄冷熱用ナノエマルションの流動特性に

関する研究 
○佐藤矩昭(弘前大)，麓 耕二，川路正

裕(ニューヨーク市立大)，川南 剛(神戸

大)，稲村隆夫(弘前大) 
B305 エタノール-水混合物質の熱物性 

○大久保英敏（玉川大） 
B306 相変化スラリーの流動特性と層流化条件

の検討 
○熊野寛之(信州大)，平田哲夫，小林佑

輝(東洋水産) 
B307 皮膚表皮組織の熱分析 

○田中明美(日本女子大)，上川井良太郎 
 

Ｃ室 

OS9 半導体の光物性と熱物性 

9:10－10:30  OS9‐Ⅰ 

C301 【レビュー講演】半導体 SiC の光学的およ

び熱的評価 
○守本 純(防衛大) 

C302 単層カーボンナノチューブ分散溶液の光

および熱物性測定 
○桑原彰太(中央大)，片山建二 

C303 色素濃度の違いによる色素増感太陽電

池の熱伝導率測定に関する研究 
◎大内康記(茨城高専)，根本栄治 

 
10:45－12:05  OS9‐Ⅱ 

C304 逆 オ パ ー ル 構 造 TiO2 上 に 吸 着 し た

CdS/CdSe量子ドットの光音響スペクトルと

光励起キャリアダイナミクス 
○大西陽平(電通大)，沈  青(電通大， 

JST さきがけ)，片山建二(中央大)，豊田

太郎(電通大) 
C305 過渡回折格子法を用いた量子ドット増感

太陽電池における光励起ホールの寿命

評価 
○秦 啓晃(中央大、電通大)，片山建二

(中央大)，沈 青(電通大、JST さきがけ)，
豊田太郎(電通大) 

C306 PbS量子ドットを吸着したナノ構造TiO2基

板の光励起キャリアダイナミクス 
○八谷聡二郎(電通大)，片山建二(中央

大)，沈 青(電通大，JST さきがけ)，豊田

太郎(電通大) 
C307 逆オパールTiO2電極に吸着したCdSe量

子ドットの光吸収と光電変換特性 
○沈 青(電通大)，鮎沢康正，豊田太郎 

 
13:20－15:00  OS9‐Ⅲ 

C308 ヘテロダイン過渡格子法を用いた GaN の

光励起キャリヤダイナミクス測定 
○片山建二(中央大)，大橋雄二，沈 青

(電通大)，豊田太郎 
C309 多孔質 ZnO 薄膜の光音響スペクトルと光

電流変換特性 
○山田修三(電通大)，細野英司(産総研)，
周 豪慎，沈 青(電通大、JST さきがけ)，
豊田太郎(電通大) 

C310 ヘテロダイン過渡回折格子法を用いた

CdSe 量子ドットを吸着したナノ粒子構造

酸化チタン薄膜における熱拡散ダイナミク

ス 
○前田直孝(中央大、電通大)，秦 啓晃，

片山建二(中央大)，沈 青(電通大、JST さ

きがけ)，豊田太郎(電通大) 
C311 ポリサルファイド・ポリアクリルアミド擬固体

電解質ゲルの光熱変換スペクトル 
○柿原隆介(首都大)，沈 青(電通大)，豊

田太郎 
C312 陽極化成法による自己組織化TiO2ナノチ

ューブ電極の光音響スペクトル 
○太田朋佳(電通大)，沈 青(電通大)，豊



田太郎 
 

Ｄ室 

GS3 流体の熱力学性質・輸送性質 

9:10－10:30  GS3‐Ⅰ  

D301 定容積法による 500 ºC， 100 MPa までの

高温高圧水素の PVT 性質測定 
○本村晃一(九大院)，迫田直也(九大)，
スプリアトノ，久保圭祐，新里寛英(産総

研)，河野正道(九大)，高田保之，藤井丕

夫(産総研) 
D302 細管法による 500K，100MPa までの水素

の粘性係数測定 
○吉村幸祐(九大)，エリン ユシバニ(産総

研)，長浜洋輔(九大)，上原帝人，新里寛

英(産総研)，河野正道(九大)，高田保之 
D303 せん断を受ける非ニュートン懸濁液の自

由表面近傍および内部における熱伝導

率および粘度 
○山田雅彦(北大) 

D304 正の温度依存性を示す長鎖アルコール

水溶液の動的・静的表面張力 
○佐藤正秀(宇都宮大)，鈴木智裕，飯村

兼一，阿部宜之(産総研)，大内真由美，

新本康久(九大)，大田治彦，深萱正人

(SOHKi)，古澤 毅(宇都宮大)，鈴木 昇 
 
10:45－12:05  GS3‐Ⅱ 

D305 金属及び Y-Ba-Cu-O 系超伝導体の沸騰

現象における熱伝達係数測定の研究 
◎石間 敦(茨城高専)，根本栄治 

D306 ノルボルネン＋トルエン＋環状オレフィン

コポリマー中のエチレンの溶解度 
○佐藤善之(東北大)，保坂尚輝，猪股 
宏，加中桂一(ポリプラスチックス) 

D307 グライム-リチウム錯塩溶液のCO2吸収特

性 
○児玉大輔(日大)，金久保光央(産総研)，
橋本 諭(日大院)，牧野貴至(産総研)，梅

木辰也，鈴木 明 

D308 光音響法による液体の熱拡散率および熱

浸透率測定 
◎若宮和輝(大阪府大)，山田哲也，吉田

篤正 
 

13:20－14:40  GS3‐Ⅲ 

D309 アルカン＋アルカノール系の無限希釈活

量係数の相関および推算(グループ溶液

モデルおよび COSMOSPACE の適用) 
○福地賢治(宇部高専)，室富昭広(宇部

興産)，横田守久，岩井芳夫(九大) 
D310 純物質流体の気液境界面の挙動につい

て 
○小口幸成(神奈川工大) 

D311 拡張アンサンブル分子動力学法を用いた

単純液体の固液相転移温度の推定 
金子敏宏(慶大院)，○増永充宏，光武亜

代理，泰岡顕治(慶大) 
D312 液体メタンの熱伝導を支配する分子動力

学機構 
○羽田城司(東北大)，菊川豪太，小原拓 

 

Ｅ室 

OS5 水の特異な物性と応用 

9:10－10:30  OS5‐Ⅰ  

E301 【レビュー講演】水と水溶液の構造と物性

(分子シミュレーションによる) 
○河村雄行(岡山大) 

E302 様々な水モデルに対する気液および固液

界面の分子動力学シミュレーション 
○坂牧隆司(慶大院)，アマデウ スム(コロ

ラドスクールオブマインズ)，成見哲(電通

大)，泰岡顕治(慶大) 
E303 水／キセノン／脂質二重膜の分子動力学

シミュレーション 
○山本詠士(慶大院)，秋元琢磨，平野秀

典(理研)，泰岡顕治(慶大)，安井正人 
 
10:45－12:05  OS5‐Ⅱ 

E304 圧力変換器を用いたベルセロ法による水



の負圧下における最大密度温度の測定 
○廣 和樹(奈良高専)，和田任弘 

E305 水に対する赤外光線吸収の可能性に関

する研究 
○根本栄治(茨城高専) 

E306 O3 + O2 + CO2ハイドレートについての相

平衡測定 
○室町実大(慶大)，大村亮，森康彦 

E307 パリレン絶縁プローブによる非定常細線

法の開発(セミクラスレートハイドレートへ

の応用) 
◎永冨達也(慶大院)，大村亮(慶大)，田

口良広，長坂雄次 
 

13:20－15:00  OS5‐Ⅲ 

E308 生体内結合水の緩和時間分布の測定 
○白樫 了(東大)，鈴木順也(芝浦工大)，
山田 純 

E309 低温域における高濃度スクロース溶液内

の水分子の自己拡散係数 
八木沢優一(海洋大)，安東寛子(東京工

科大)，松川真吾(海洋大)，渡辺 学，梶

原一人(東京工科大)，陶 慧(日大)，○鈴

木 徹(海洋大) 
E310 室内の湿度変化に対する皮膚含水率分

布の応答(ラマン分光装置による測定と熱

水分移動方程式による解析) 
○高田 暁(神戸大)，開原典子 

E311 水のリプロン観測による液面近傍のナノバ

ブル検知の可能性 
◎市川佑馬(慶大院)，長谷川晶紀(慶大)，
長坂雄次 

E312 ナノバブル含有水の物性と応用 
○大下誠一(東大)，Liu Shu，江成雅俊，

川越義則，牧野義雄
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1．緒言 (←MSゴシック，10pt, Boldにしない）  

本執筆要綱は，第32回日本熱物性シンポジウムの講演

原稿に適用するものである．本要綱で指定のないものに

ついては，会誌「熱物性」の原稿執筆の手引きによる．  

（↑ 本文，ＭＳ明朝，９ｐｔ）  

2．原稿  

2.1 ファイルフォーマット(←MSゴシック，9pt）  

原稿は本執筆要綱の書式に従い作成し，Adobe PDFフォ

ーマットで提出する．原則として，これ以外のファイル

形式は受理しない．なお，原稿をMS-Wordで作成する場合

は，シンポジウムホームページよりサンプルファイル

（MS-Word）をダウンロードして上書きして作成すること

を推奨する．新たにファイルを作成する場合は以下に示

す書式に設定する．  

2.2 用紙およびフォント  

用紙・頁数：Ａ４版用紙，３頁  

余白：以下のように設定する．  

上余白： 21 mm， 下余白： 23 mm  

左余白： 20 mm， 右余白： 20 mm  

本文は2段組とし，段間隔は8 ｍｍ（段幅81 mm），25

文字×52行になるようにする．  

原稿の標準フォントは  

和文：明朝体  

英文：Times New Roman, Symbol  

もしくは，上記のフォントに準じたフォントとする．  

特に指定がない限り和文フォントは9 pt，英文フォント

は10 ptで記述する．  

2.3 書式設定方法（MS-Wordの場合)  

「ファイル－ページ設定」メニューを選び、「設定対象」

を文書全体にする．「余白」タブを開き，本執筆要綱に

従って余白を設定する（上21 mm下23mm左20mm右20mm）．

「文字数と行数」タブを開き，「フォントの設定」をク

リックする．和文・英文フォントをそれぞれ「MS-明朝」・

「Times New Roman」にし，文字サイズを9 ptに設定する．

次に行数を52行に設定する．  

 

3．タイトルページ  

3.1 論文題目  

第１ページの用紙上端に41ｍｍ（上余白からは20 mm）

の空白をあけ，ＭＳゴシック12pt，中央揃えで邦文題目

を記入する．１行あけて英文題目をTimes New Roman, 11pt, 

大文字（Bold），中央揃えで記入する．  

3.2 著者名・連絡先  

英文題目の下1行あけて，10pt明朝体，中央揃えで記入

する．氏名の後に所属機関の略称を括弧でくくって記載

する．著者が複数の場合は全角スペースで区切る．  



２行にまたがる場合は，シングルスペースで改行する．

講演者名の前に○印をつける．  

改行し，英文による著者名をTimes New Roman 10pt，

中央揃えで記入する．姓(Family Name)は，大文字のみを

用いて表示する．連名の場合，講演者名の前に○印をつ

け，各著者名はカンマ（，）で区切る．次の行に英文に

よる所属，住所，その下に代表者氏名および電子メール

アドレスを記入する．  

3.3 英文アブストラクト  

1 行あけて英文アブストラクトを約20 行，10pt の文字、シン

グルスペースで記入する． 

  

4．本文  

4.1 見出し  

見出しは，「2. ○○○」（節），「2.1 △△△」（項）

のように通し番号をつけ，左揃え，インデントなし，そ

れぞれＭＳゴシック 10pt，ＭＳゴシック 9ptで記入する．

節の見出しは、前の本文の後に1行あける．  

4.2 数式  

数式は以下の例のように，中央揃え，10 ptで記入し．

式番号を右揃えで記入する．上付き・下付き文字は6 pt

とする．数式はMath Typeなどで作成するのが望ましい． 

 

μ‘＝μ0／(１－αｐｖ)        （１） 

  

式中では，分数はなるべくa/bのような表記にする．式

を参照する場合は，「Eq.(1)」のようにする．  

4.3 図表  

図表は必ず本文で参照し，該当箇所の近くに配置する．

本文中で図表を引用する場合には，図１や表１のように

記述する．  

 

Table 1 Empirical equation of suspensions 

Author Year Expression 

Hatschek 1911 
0

1
31

s

vp

µ
µ =

−
 

Taylor 1932 vsr fp+== 1/ 0µµµ  

 

図は見やすく大きめのものを用意し，グレースケール

やカラー画像（文字）は印刷が不鮮明になるのでなるべ

く使用しない．印刷用PDFとは別に，CD-ROM用のカラー画

像などを用いたPDFを別途提出しても良い．  

図表中の文字・語句はすべて英語で記入し，本文の文

字と同程度の大きさにする．図および表のキャプション

は10ptの英文で記入する．説明句が複数行にまたがる場

合は，シングルスペースで改行する．  

図1および表1に図表記載の例を示す．  

 

5．記号  

記号は，本文終了後１行あけ，10ptのボールド体で

NOMENCLATUREと標記して改行し，10pt の文字，

シングルスペースで記号説明を英文で列記する．  

用紙に余裕がない場合は省略してもかまわないが，その

場合は必ず本文中で記号・単位を説明する．参考例を本

執筆要綱の後に示す． 
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Figure １ Relationship between the effective viscosity and the 

fraction of solid phase. 
 

6．参考文献  

本文中で文献を引用する際は，[1]，[2,3]，または[4-6]

のように通し番号を付けて引用する．  

参考文献リストは記号表の後に１行あけ，10pt のボー

ルド体でREFERENCE(S)と標記して改行し，番号順に

シングルスペースで列記する．  

和文の文献は英訳して記載する．文献の著者が複数の

場合は，著者全員の名を記載する．著者名の間のand は

省略してもよい．できれば論文題目も記載するのが望ま

しい．雑誌名を省略標記するときは、Chemical Abstract

誌による（またはISO 833に準拠する）こと．  

本執筆要綱の最後に，雑誌［1］，書籍［2］，予稿集

［3］の場合の参考文献リストの例を示す． 

  

NOMENCLATURE  
D :   diameter, mm 
C :   concentration, % 
μ’:  effective viscosity, Pa・s 
pv:   solid phase volume fraction 
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